
自己評価（前年度） 

 ※「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価」のチェック項目を用いて自

己評価しています 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価 
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前年度はこどもたちが遊びを通して学びを深めたことを、保護者参画の取り組みや展示会を

通して共に考える機会をもってきた。保護者と一緒に地域に出掛けて自分たちの過ごす町につ

いて考える機会ももち、こども・保護者・保育者の思いを地域に発信するなど、園を超えた取

り組みに繋がる一年となった。また小学１年生と５歳児の交流を行うなかで職員同士の意見交

換内容にも深まりができ、質の高い取り組みへと繋がったと感じる。今年度も地域と共に子ど

もの育ちを支えていけるよう、自園がその役割の中心となり努めていきたい。 

 

 

 

事業計画（今年度の重点目標） 

項  目 内     容 

34.職員・職員の家族

との「信頼」の構築 

風通しのよい環境づくりのため大人の人権研修を行う 

            【年間２回（前期１回 後期１回）】 

36.保護者との「信

頼」の構築 

日常の教育保育の取り組みを見える化や参画を通していく発信していく 

            【年間２回（前期１回 後期１回）】 

38.地域の学校との

「信頼」の構築 

つばめプロジェクトを通してカリキュラムの策定や交流を行い相互理解

を図る 

            【年間４回（前期１回 後期３回）】 

 


